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バナナ文化史研究の提唱――アフリカへの伝播と展開
2002 年 1 月 26 日

バナナは各地における強い個性とグローバルな商品性を併せ持つユニークな栽培植物である。マレー

半島からインドを起源地とする食用バナナは、各地で独自のバナナ文化を生み出しながらアフリカへ到

達し、現在に至るまでアフリカの比較的湿潤な地域で重要な主食であり続けている。筆者を含めた発表

者たちは、数年前から、「バナナの足研究会」を組織し、アジアからアフリカへのバナナの旅を追って、

各地で現地調査をおこなってきた。本例会では、現在バナナが最も重要な主食であるアフリカを対象に、

バナナ文化の多様性について三地点をを比較した。最初に著者が、品種の多様性、栽培法、利用法の三

つの視点からバナナ文化を比較する基本的な方法論について説明した。

続いて、丸尾聡氏（京都大学大学院人間・環境学研究科）が、タンザニア西部のハヤの事例を報告した。

ハヤは、屋敷畑における徹底した管理に基づいて集約的バナナ栽培を行っており、また、一村で 72 品

種が観察されるほど、多品種のバナナを有している。丸尾氏は、土地集約性と技術集約性のふたつの集

約性の概念から、ハヤの農耕文化を分析した。

次に、塙狼星氏（同志社大学）が、コンゴ北部のボバンダを事例として、アフリカ熱帯雨林地帯にお

けるプランテン・バナナ栽培の事例を報告した。中央アフリカでは、焼畑における複数の作物の混作と、

管理の手間をはぶいた非集約的なバナナ栽培が特徴である。塙氏は、品種の多様性の創出と森林文化に

ついて、また、実用的・象徴的なバナナの多義性について論じた。

最後に北西功一氏（山口大学教育学部）がカメルーン東南部における狩猟採集民バカによるプランテ

ン・バナナ栽培の受容について報告した。狩猟採集は一日が生産の単位であり、移動を頻繁におこなう。

農耕は一般に継続した計画的な労働投下が必要であり、この点において農耕と狩猟採集は決定的に異な

る。しかし、バナナはしばらく放置しても収穫が可能であるという性質を持ち、この性質がバカによる

農耕の受容を容易にしたという。

総合討論の司会は筆者が務めた。発表者と参加者のあいだで、バナナ栽培の集約性と粗放性について、

また、品種の導入と創出のダイナミクスと地域差について活発に意見が交換された。
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